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第一部
	■ 会長挨拶

明けましておめで
とうございます。会
員の皆様には健やか
な新年を迎えられた
ことと存じます。

年頭にあたり、一
言ごあいさつ申し上

げます。
本日は、私ども一般社団法人 東京都産

業資源循環協会の賀詞交歓会に、環境省
の土居 環境再生・資源循環局長様、協
会顧問である東京都議会議員の先生方を
はじめ、東京都の栗岡 環境局長様、志村 
資源循環推進部長様、全国産業資源循環
連合会の室石 専務理事様、その他、多数
の関係団体のご来賓の皆様にご出席を賜
り、厚く御礼申し上げます。

新型コロナウイルスの感染拡大から、
ちょうど 3 年が過ぎましたが、まだまだ
予断を許さない感染状況となっています。
一方、多くの会員の皆様方から、この賀
詞交歓会を再開して、会員同士あるいは
関係機関の皆様との交流を深めていきた
いとの、強い希望を聞いておりました。
そこで、今回は、感染予防の観点から、
第一部ではマスクをしたままでの名刺交

換会とし、第二部では抗原検査結果で
陰性を示された方のみを対象とする立食
パーティーの形式で、執り行うこととい
たしました。3 年ぶりの賀詞交歓会の開
催ということで、本当にしばらくぶりにお
会いする方々もいらっしゃることと思い
ます。ぜひ、このあと大いに交流を深め
ていただければと思います。

また、今回の賀詞交歓会では、安全衛
生標語コンクールに入賞された皆様の授
賞式を執り行います。すばらしい標語を
作ってくださり感謝申し上げます。この
標語を活かして労働災害の撲滅に努めて
まいりたいと思います。

さて、昨年の 11 月には世界の人口が
80 億人を超えたとの報道がありました。
さらにこの先、今の若者が、今の私の歳
と同じになる2050 年を過ぎたころには、
100 億人に達するとのことです。

一方、日本では少子化が推計値以上に
進み、昨年の出生者数は、80 万人を割り
込んだようです。これは、私が生まれた
頃の 160 万人の半分にすぎません。

このような、世の中の動きを踏まえま
すと、産業廃棄物処理業界において、今
年は、次のような展望を持つ必要がある
ものと考えます。

まず、第 1 に、労働災害の防止を徹底し、

東京都産業資源循環協会は、令和5年1月27日㈮15時 30分より ホテル椿山荘東京
（文京区関口）において、3年ぶりとなる賀詞交歓会を開催した。
第一部は、新年挨拶、当協会安全衛生推進委員会主催の「安全衛生標語コンクール」

入賞作品授賞式、名刺交換会（マスク着用）、17時 30分からの第二部は、事前の抗原
検査結果で陰性を示された方のみを対象とする立食パーティーとした。また例年通り、
会場前通路に賛助会員コーナーを設け、賛助会員7社が自社の事業内容を紹介した。
	 （取材　塩沢  美樹）

賀詞交歓会を 3年ぶりに開催
働きやすい職場環境を作り、誰もがいき
いきとして働くことができるような会社
の風土を育てて、人材の確保と定着を図っ
ていかなければなりません。

東京の、休業 4 日以上の労働災害発生
件数ワースト・ワンをただちに脱却し、
協会及び会員企業が一丸となって、安全
かつ健康的で、全国の模範となるような
労働環境の構築を、目指してまいりましょ
う。そのためには、まず会員企業の経営
者自らが、どうしたら労働災害をなくせ
るか、ぜひ考えてほしいと思います。各
企業において安全衛生規程を随時見直
し、さらなる改善につなげていただきた
いと思います。

第 2 に、循環経済の主役として、我々
のノウハウを積極的に社会に提供すると
ともに、先進技術の開発や設備投資を進
めてまいりましょう。世界の紛争に伴い、
資源やエネルギーの制約が高まっており
ます。国内での資源循環をさらに進める
とともに、海外に向けた技術支援や外国
人の人材育成に対して、貢献していきた
いと考えます。

第 3 に、脱炭素の取組の強化です。低
炭素の取組・カーボンハーフの取組を当
面は進めていきますが、地球の気候変動
はますます極端なものになっております。
脱炭素・カーボンニュートラルを見据え
た事業の実施に向かって大きく踏み出し、
世界の人々の健康と安心に責任をもって
いきたいと思います。

そういう意味でも、第 4 に、SDGs の
取組を進めてまいりましょう。17 の目標
と169の取組を定めたSDGsについては、
協会の機関誌で現在、順次紹介しており
ますので、世界的な視野を持って、そこ
に掲げた取組を、協会会員のそれぞれの
会社や、従業員の皆様のところにおいて、
実践していただきたいと思います。

協会としては、以上の 4 点を進めてい
くため、国や東京都、全国産業資源循環
連合会、排出事業者団体との連携を密に
してまいります。関係者の皆様方のご理
解・ご協力をいただければ幸いです。

結びに当たり、本年 2023 年が皆様に
とってより良き年となりますようお祈り申
し上げ、また、協会の運営に対する会員
各位の変わらぬご支援をお願い申し上げ
まして、新年のあいさつとさせていただ
きます。本日はご参加、誠にありがとう
ございます。

	■ 来賓祝辞
	○ 環境省 環境再生・資源循環局長	
	 土居 健太郎 氏

皆様、こんにちは。
東 京 都 産 業 資 源 循
環協会の皆様には平
素より大変お世話に
なっております。産
業廃棄物の適正処理、
そして再資源化にご

尽力いただいております。誠にありがと
うございます。

現在、政府では 2050 年カーボンニュー
トラルに向けて全省庁が連携して取組を
進めております。この取組は廃棄物の処
理、そして資源の循環が肝となっている
と考えております。

大きな関わりとしては 4 つあると考え
ております。1 つは、産業廃棄物・一般
廃棄物の処理に伴いまして、どうしても
CO2 が発生する場面があります。両方合
わせますと年間 4,000 万トンの温室効果
ガスがでておりますが、その 50% が廃プ
ラの焼却、30% が廃油の焼却に伴うもの
です。現在環境省では、プラスチック資
源循環法を作りまして、この循環を進め
ておりますが、どうしても焼却処理しな

賀詞交歓会
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ければいけないものがまだ残っておりま
す。この削減が喫緊の課題でありますし、
さらに難しいのは、潤滑油や掘削油をは
じめとする廃油の削減です。技術的な開
発が順次進められておりますが、なかな
か難しい段階がありますので 2050 年に
向けて皆様がたとともに前に進めていき
たいと思っております。

2 点目が、各産業におきましてカーボ
ンニュートラルを進めるためには、当然、
再生可能エネルギーへの転換や省エネル
ギーなどが必要不可欠ですが、原材料を
切り替えていくことによって大きく CO2

を下げることができます。例えばガラス
の製造におきましては大量にエネルギー
を使いますが、カレットに切り替えるこ
とによって CO2 の発生量が大幅に減ると
いうことです。動脈産業と静脈産業が密
に連携して資源を回していくことは CO2

の削減にも大きく資するということです。
3 つ目といたしましては、温暖化対策

のために今後新たに導入されていく製品
は、どこかの段階で廃棄物となります。
例えば太陽光発電、リチウムイオン電池、
こういったものは今後大きく排出される
わけですが、その適正処理・資源循環が
課題となっています。その受け皿は皆様
方が形作っていくということだと思って
おりますので、環境省も予算面をはじめ
として、しっかりお支えしていきたいと
考えております。

最後に 4 点目ですが、各排出事業者に
おきましては、自分のところで排出され
るものに限らず、いわゆる Scope3 とい
う形で、廃棄物も含めて CO2 の排出がど
うなっているかを把握する動きが大きく
なっております。これは SDGs もそうです
し、ESG 投資の大きな観点になっており
ますので、皆様方が提携されるメーカー
はこれがベースとなります。これの対応

が急がれておりますので、技術的な中身
も含めて、ぜひ環境省としてもお支えし
ていきたいと考えております。

資源循環とカーボンニュートラルの同
時達成が求められておりますので、皆様
方とこれまで以上に連携させていただき
ながら、前に進めていきたいと考えてお
ります。

結びに、本年も我々の施策をご理解い
ただき、ともに前に進んでいただくとと
もに、皆様のご健勝とご活躍を祈念いた
しまして挨拶とさせていただきます。今
年もどうかよろしくお願いいたします。

	○ 東京都議会議員
出席の当協会顧問の都議会議員が登壇

し、都議会自民党を代表して宇田川 聡史
氏、都議会公明党を代表して谷村 孝彦 
氏より祝辞を頂戴した。

髙島 直樹 氏

田村 利光 氏 小宮 あんり 氏

宇田川 聡史 氏 山﨑 一輝 氏

都議会自民党

谷村 孝彦 氏 松葉 多美子 氏 都議会公明党

賀詞交歓会

	○ 東京都 環境局長　栗岡  祥一 氏
明けましておめで

とうございます。日
頃より、東京都の資
源循環・廃棄物行政
の推進に御理解と御
協力を賜り、厚く御
礼申し上げます。

また、長引くコロナ禍の中で都民生活
を支える廃棄物処理やリサイクルの継続
にご尽力いただき、この場を借りて感謝
申し上げます。エッセンシャルワーカー
という言葉もございましたが、コロナが
始まった当初のことを思いおこしますと、
皆様のご活躍、日々のお仕事に対して心
から敬意を表します。

さて現在は、世界の感染症の脅威とと
もに気候変動の危機にも直面しています。
東京都におきましても 2050 年のゼロエ
ミッション東京、2030 年のカーボンハー
フの実現に向けて取組を進めているとこ
ろです。さきほどもお話がございました
が、2030 年には再生可能エネルギーの
利用割合を 50％にするということで、太
陽光発電について東京都としてもかなり
力を入れています。そこで問題になって
くるのが廃棄物処理のことです。今後都
内では、2030 年半ばから太陽光パネル
の廃棄が本格化することが見込まれてお
りますが、事業用パネルのリサイクルに
ついては、すでに施設も稼働している一
方、都内で約７割を占める住宅用パネル
のリサイクルは、まだ廃棄量が少ないこ
ともあり進んでおりません。そのため、
昨年９月、都は貴協会をはじめとした業
界団体等と連携し、太陽光発電設備高度
循環に関する協議会を立ち上げました。
今後、皆様のご協力もいただきながら、
住宅用パネルのリサイクルルートをしっ
かり確立していきたいと考えております。

また一方、災害廃棄物の関係です。温
暖化の影響により、このところ台風や豪
雨による風水害が多数発生していますが、
これに対しまして、昨年 12 月、貴協会の
鈴木会長にもご参加いただいている東京
都廃棄物審議会におきまして、災害廃棄
物処理計画の改定をお願いしています。
貴協会とは、これまで地震などの大規模
災害時における災害廃棄物の処理に関し
て協定を締結させていただいておりまし
て、多大なご協力をいただいています。
引き続き様々な場面でご協力いただけれ
ばと思います。

このほかにも、リチウムイオン電池の
安全な処理は非常に重要な課題ですし、
処分期限等を踏まえたＰＣＢ廃棄物の適
正処理など、様々な課題が山積しており
ます。今後とも貴協会と連携をとらせて
いただきながら、持続可能な資源循環及
び廃棄物の適正処理の推進に取り組んで
まいります。

結びに、貴協会及び会員の皆様方、ま
た本日お集まりの皆様方の益々の御発展
と御活躍を祈念いたしまして、新年のご
挨拶とさせていただきます。本年もどう
ぞよろしくお願い申し上げます。

	○ 公益社団法人 全国産業資源循環連合会	
	 専務理事　室石 泰弘 氏

本年もどうぞよろ
しくお願いいたしま
す。本日はこのように
めでたく、また盛会
な場にお招きいただ
き誠にありがとうご
ざいます。旧年中は、

私ども連合会の事業に対しまして皆様の
多大なるご理解とご協力をいただきまし
て本当にありがとうございました。

さきほどまでの方々もおっしゃってお
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られたように、昨年は激動の一年だった
と思っております。本年はこうした様々
な問題が少しでも好転することを願って
いるところです。

さて、今の課題ですが、産業廃棄物処
理業者が目指すべき将来像として、資源
エネルギーを作り出す産業への展開を連
合会として抱えておりますけれども、今
年は本業界が脱炭素とサーキュラーエコ
ノミーを基調とする経済社会づくりに貢
献し、資源循環産業として発展していく
ための努力がますます重要になっていく
と考えております。資源循環産業を支え
る人材の育成、安心して働くことができ
る場の確保、労働安全衛生の問題、そう
いったものに努めることも極めて重要で
す。

今週の 23 日には第 211 回通常国会が
開会しました。防衛力の強化や少子化対
策など過去最大の歳出予算総額が計上さ
れているところですが、今後さまざまな
議論が展開されていく中で、我々産業廃
棄物処理業界をとりまく環境は決して易
しいものではないというところですが、
さきほどまでのご発言にもありましたが、
国のご支援をいただけるということで、
我々も脱炭素などに取り組んでいけると
いうことだと思いますので、国の方には
ぜひよろしくお願いしたいところです。

また、災害への備えも非常に重要です。
全国の問題となるような災害がおこった
ような場合には、東京都や東京都協会の
ご協力をたまわる機会がもしあれば、ぜ
ひよろしくお願いします。

最後でございますが、東京都産業資源
循環協会ならびに会員の皆様の、なお一
層のご発展と本日ご臨席の皆様方のご健
勝とご多幸を祈念いたしまして挨拶とさ
せていただきます。本日は誠におめでと
うございます。

	■ 令和４年度 安全衛生標語コンクール	
入賞作品 授賞式
今年度の標語コンクールには、143 点

の応募があり、この中から安全衛生推進
委員会で選考した、委員長賞 1 点、優秀
賞 2 点、佳作 3 点の方を表彰した。この
うち、本日は４名が出席した。
※入賞作品については本誌第 389 号をご参

照ください。

第二部
17 時 30 分 よ

り、五十嵐 副会長
の司会にて立食パー
ティーを開催した。

来 賓 の 紹 介 に続
き、細沼 副会長が

「今年 1 年団結して業
界発展のためにともに前に進んでまいり
ましょう」と挨拶し、乾杯を発声した。

18 時 45 分、加藤 副会長の中締めで
盛況のうちに閉会した。

左から㈱ 京葉興業  鶴丸勝利 氏、㈱ 三凌商事  萬代高広 氏、	
細沼 安全衛生推進委員長、 ㈱ 五十嵐商会 西原 拓 氏、	
㈱ 三凌商事 宮野入 悠也 氏

細沼 副会長 加藤 副会長

五十嵐 副会長

賀詞交歓会

	■ 当日ご出席の来賓は次のとおり（順不同、敬称略）

環境省 環境再生・資源循環局	 局長 土居健太郎

		  廃棄物規制課長 松 田 尚 之

協会顧問　東京都議会議員 谷 村 孝 彦

協会顧問　東京都議会議員 宇田川聡史

協会顧問　東京都議会議員 山 﨑 一 輝

協会顧問　東京都議会議員 髙 島 直 樹

協会顧問　東京都議会議員 田 村 利 光

協会顧問　東京都議会議員 松葉多美子

協会顧問　東京都議会議員 小宮あんり

東京都 環境局	 局長 栗 岡 祥 一

	 資源循環推進部長 志 村 公 久

	 産業廃棄物対策課長 間 瀬 　 努

公益社団法人 全国産業資源循環連合会		 専務理事 室 石 泰 弘

	 関東地域協議会	 会長 杉 田 昭 義

一般財団法人 日本環境衛生センター　理事長 南 川 秀 樹

公益財団法人 東京都環境公社	 理事長 髙 﨑 秀 之

		  常務理事 谷 上 　 裕

建設廃棄物協同組合　理事長 冨 山 盛 貴

首都圏廃棄物事業協同組合　副理事長 小 出 英 昭

東京廃棄物事業協同組合　副理事長 藤 井 練 和

協会顧問　弁護士法人 芝田総合法律事務所　代表弁護士 芝 田 麻 里

協会顧問　梅澤公認会計士事務所　所長・公認会計士 梅 澤 　 隆
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賛助会員コーナー

賀詞交歓会

1 5

2 6

3 7

4

◉出展企業一覧（敬称略）
番号 会社名

１ トライシクル㈱
２ エクオ㈱
３ ㈱イーアイアイ
４ エコスタッフ・ジャパン㈱
５ ㈱タウ　横浜支店
６ JOMYAKU ㈱
７ 日建リース工業㈱

申し込み 11社の中から抽選で選ばれた 7社が出展されました。 SDGsと言われても一体なにをしたらいいのだという声を聞く。そこで、広報委員会では、毎月、
SDGsの目標を一つずつ取り上げ意見交換することとした。17回連載の今回は4回目である。

目標 4	 教育

•	 小、中、高、大学で、環境学習の機会が持てるように、業界、業者として支援しよう。
•	 地元の都立高校の生徒のインターンシップ先として会社を登録したり、福祉施設とタ

イアップしたり保護司と協力したりして、障がい者や刑務所の出所者の雇用の場とし
よう。

•	 社内システムを構築して、従業員の誰もが、資格取得ができるよう、安全衛生・安全
運転研修等に参加できるよう、夜間学校に通えるよう、生涯教育の場を得られるよう、
そのような機会を付与し、必要な受講料等の財政支援をしよう。

•	 協会では、会員企業の従業員が学ぶ上記のような研修会や講習会を提供しよう。
•	 協会では、都立職業能力開発センターの依頼を受け、「産業廃棄物の処理・リサイクル・

脱炭素」を話す講師派遣を実施した。今後も協会は、社会人が学ぶ機会に協力して
いこう。

•	 不要となった机といすを修理し途上国に送る、自治体の事業に参加しよう。（目標１の
再掲）

•	 産廃分野での外国人技能実習生制度を実現し、海外での就業機会を作っていこう。
•	 貧困をなくし自国で生計を立てられるように、途上国を支援する日本政府にしていこ

う。

SDGs への取組

□ 4.1 2030 年までに、全ての子供が男女の区別なく、適切かつ効果的な学習成果をもたらす、
無償かつ公正で質の高い初等教育及び中等教育を修了できるようにする。

□ 4.2 2030 年までに、全ての子供が男女の区別なく、質の高い乳幼児の発達・ケア及び就学
前教育にアクセスすることにより、初等教育を受ける準備が整うようにする。

□ 4.3 2030 年までに、全ての人々が男女の区別なく、手の届く質の高い技術教育・職業教育
及び大学を含む高等教育への平等なアクセスを得られるようにする。

□ 4.4 2030 年までに、技術的・職業的スキルなど、雇用、働きがいのある人間らしい仕事及
び起業に必要な技能を備えた若者と成人の割合を大幅に増加させる。

□ 4.5 2030 年までに、教育におけるジェンダー格差を無くし、障害者、先住民及び脆弱な立
場にある子供など、脆弱層があらゆるレベルの教育や職業訓練に平等にアクセスできる
ようにする。

□ 4.6 2030 年までに、全ての若者及び大多数（男女ともに）の成人が、読み書き能力及び基
本的計算能力を身に付けられるようにする。

□ 4.7 2030 年までに、持続可能な開発のための教育及び持続可能なライフスタイル、人権、
男女の平等、平和及び非暴力的文化の推進、グローバル・シチズンシップ、文化多様性
と文化の持続可能な開発への貢献の理解の教育を通して、全ての学習者が、持続可能な
開発を促進するために必要な知識及び技能を習得できるようにする。

□ 4.a 子供、障害及びジェンダーに配慮した教育施設を構築・改良し、全ての人々に安全で非
暴力的、包摂的、効果的な学習環境を提供できるようにする。

□ 4.b 2020 年までに、開発途上国、特に後発開発途上国及び小島嶼開発途上国、並びにアフ
リカ諸国を対象とした、職業訓練、情報通信技術（ICT）、技術・工学・科学プログラム
など、先進国及びその他の開発途上国における高等教育の奨学金の件数を全世界で大幅
に増加させる。

□ 4.c 2030 年までに、開発途上国、特に後発開発途上国及び小島嶼開発途上国における教員
研修のための国際協力などを通じて、質の高い教員の数を大幅に増加させる。

【すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する】
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平成 21 年 10 月に東京都が全国で
初めて創設した、第三者による産業
廃棄物処理業者の優良性基準適合認
定制度です。産業廃棄物処理業者の
任意の申請に基づき、適正処理、資
源化及び環境に与える負荷の少ない
取組を行っている優良な事業者を、
第三者評価機関として東京都が指定
した公益財団法人東京都環境公社

（以下「公社」という。）が評価・認
定しています。

この制度は、書類審査だけでなく、施設や事務所等の管理状態を評価員が現地で
審査を行い必要に応じてアドバイスを行っています。また、産業廃棄物処理業者の事
業内容や取組み状況に対応し、産廃エキスパート（第一種評価基準適合業者は業界の
トップランナー的優良業者）と産廃プロフェッショナル（第二種評価基準適合業者は
業界の中核的役割を担う優良業者）の２種類の認定区分があります。

令和 4 年 12 月 8 日、公社の本社会議室において、令和 4 年度申請者の評価基準へ
の適合の可否を判定する第三者評価機関評価委員会（以下、「委員会」という。）を開
催し、令和 4 年度の認定事業者が決定しましたので、お知らせいたします。

（公財）東京都環境公社 優良性認定評価室より

「産廃エキスパート」・「産廃プロフェッショナル」の
令和４年度の認定事業者が決定しました

認定事業者数

区　　分 認定
事業者数

業の区分
専門性 収集運搬業 収集運搬業 中間処理業

（感染性廃棄物）（積替え保管を除く） （積替え保管を含む）

産廃エキスパート 38 6 14 22 27

産廃プロフェッショナル 21 3 15 6 6

計 58 9 29 28 33
（注）	 ・複数の業の区分の認定を受けている事業者があるため、認定事業者数の合計は整合しない。
	 ・更新申請 51 社、新規申請 7 社の合計 58 社の評価を行い、上表のとおり全てが適合と判定

されています。

認定の詳細については、東京都環境局・東京都環境公社のホームページでご確認いただけます。
※	産業廃棄物対策課ウェブサイト	 https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/resource/industrial_waste/processor/

recognition_system/list.html
	 東京都環境公社ウェブサイト	 https://www.tokyokankyo.jp/jigyo/resource-circulation/

certification/2022certified

東京都環境公社・優良性認定評価室より

今年度は、新型コロナウイルス感染症対策として、極力密にならないように机を配置し、
飛沫防止対策を十分に施したうえで、委員会を実施いたしました。

委員会は、適合の可否の判定のほか、制度の一層の充実を図るため、事務局から主な
評価項目における取得率の傾向と課題について報告し、有識者である評価委員の助言を
得る場でもあります。

次に、その中から代表的な評価項目について、得点の傾向及び課題と対応をご紹介し
ます。

適合判定結果における評価項目別取得率の傾向と課題について

■インターネット情報公開（エキスパート・プロフェッショナル）
○	 内 容

自社ホームページ上で該当情報を公開していることです。自社以外のホームページ上で
公開されている場合は、自社ホームページからリンクされ、該当する情報画面にジャンプで
きる状態になっていることです。

○	 平均得点率　
①会社概要（事業概要）	 エキスパート	 100％	 プロフェッショナル	 92％
②施設及び処理状況（処理の実績）	 エキスパート	 100％	 プロフェッショナル	 81％

○	 傾 向
産廃エキスパートの得点率は①②の平均で 100% と高い得点率となっており、これは、

情報公開が優良な事業者の必須要件としての認識が定着しつつあるためと思われます。
また、プロフェッショナルの得点率は①②の平均が 86.5% となっており、産廃エキスパー

トと比較すると 13.5 ポイント低くなっています。これは、情報公開が優良な事業者の必須
要件としての認識はあるが、公表に必要な内容が不足しているために満点にならない事業
者が多くあるため得点率が低い傾向にあります。

○	 課題と対応
情報公開は、詳細に内容を掲載する事業者と必要最低限しか掲載しない事業者があり、

取組に差が生じています。今後も、説明会で情報公開の重要性を伝え、掲載内容の充実を
促します。また、公社でのホームページを活用し、優良認定事業者一覧表に事業者 HP ア
ドレスをリンクする等して排出事業者に認定事業者の情報を閲覧しやすいように努めていき
ます。

■労働安全衛生組織、労災防止、無事故（エキスパート・プロフェッショナル）
○	 内 容

先ず、事業規模に応じ、安全衛生委員会等の組織を設置していることです。次に、労働
災害事故の未然防止に向けた取組を行い、許可を取得している業の範囲で負傷等により４
日以上休業する労働災害が起きていない事業者です。
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東京都環境公社・優良性認定評価室より

○	 平均得点率
①労働安全衛生組織の設置	 エキスパート	 100％	 プロフェッショナル	 100％
②労災防止の取組	 エキスパート	 100％	 プロフェッショナル	 100％
③無事故	 エキスパート	  78％ 	 プロフェッショナル	  86％

○	 傾 向
①労働安全衛生組織の設置、②労災防止の取組みは、エキスパート、プロフェッショナ

ル共に 100% となっています。
○	 課題と対応

①や②の結果により、業界をあげて安全衛生の向上に取り組んでいることが、伺えます。
一方③では 100％に達していません。それだけ産業廃棄物処理業界は危険を伴う労働環境
と言えます。事務局としても、引き続き無事故に向けて、安全衛生組織の体制や労災防止
の取組みについて、説明会及び審査時に周知していきます。

■①企業の社会的責任体制（エキスパート）及び②認証取得
○	 内 容

①環境に関する基本方針を定めていて、CSR 報告書や環境報告書を公表していることで
す。

② ISO14001、ISO9001 若しくは ISO50001 又はエコアクション２１若しくはエコアクショ
ン２１と相互認証を実施する制度の認証を取得している。なお、ISO9001 及び ISO50001
については、廃棄物処理その他の環境関連事業を含む認証取得であること。

○	 平均得点率
① 59％（59％）　（カッコ内は、前回申請時の平均得点率）  
② 87％（92％）

○	 傾 向
前回更新申請時の平均得点率 59％と同じポイントを維持していますが、まだ他の項目と比

較して低い得点率となっています。環境に関する基本方針を定めているが、環境報告書を作成
せずに当該項目が取得できずにいる事業者が多く見受けられます。環境報告書は、エコアクショ
ン 21の環境経営レポートや ISO での実績報告書内容を参考に作成することができます。また、
当該項目を取得していない中小企業でも取り組みやすい「エコアクション 21」を実施する事業
者が増え、ISO（環境関連事業を含む）等の「認証取得」は 87％と高い得点率を達成してい
る傾向があります。

○	 課題と傾向
排出事業者の要請への対応を図るとともに企業自らの姿勢を積極的に示すため、産業廃棄

物処理業界においてもこのこうした取組を浸透させていくことが重要です。経営姿勢の効果的
な PR、ブランド力の強化、従業員が誇りを持って働ける職場への転換を図るためにも、「企業
の社会的責任体制」の充実や「認証取得」が排出事業者に選択される優良な事業者に欠かせ
ない取組であることを説明会で周知します。また、エコアクション 21 又は ISO を取得した内容
を整理し報告することにより、当該項目の取得に繋げていけることを周知していきます。

東京都環境公社・優良性認定評価室より

■技術の開発・研究（エキスパート）
○	 内 容

先進的な環境企業として、適正処理・リサイクル技術の開発、研究を行い、自らの施設
への応用に取組み、持続的な計画により、これを推進していることです。

○	 平均得点率�	 （カッコ内は、前回申請時の平均得点率）
内訳
①収集運搬業（積替え保管を除く）	 35%（30%）
②収集運搬業（積替え保管を含む）	 36%（56%）
③中間処理業	 56%（53%）
①～③の平均得点率	 42%（46%）

○	 傾 向
前回との比較から、収集運搬業（積替え保管を除く）は 5 ポイントアップしております。

収集運搬業（積替え保管を含む）では 20 ポイントダウン、中間処理業は 3 ポイントアップ
しております。この項目は、前回申請した内容よりも改善・改良していることが必要となっ
ており、難しい取組と受け取られ、また、新規の申請時には取得を見送る傾向にあり、特に
低い傾向にあります。

○	 課題と対応
技術の開発・研究だけでなく実務での改善、創意工夫も評価の対象となることから、生

産性の向上や業務改善のためにも積極的に取得に努めて頂けるよう引き続き周知するととも
に、廃プラスチック類をはじめとしたマテリアルリサイクルやケミカルリサイクルの積極的
な推進、CO2 削減、DX、AI、自動化、労働安全、交通安全などの参考事例も先進業者から
の了解を得て例示していきます。

■今年度の新規申請者について
〇	 内 容�	 新規申請が 7 社

・新規加入理由（複数回答あり）
業界の中での優位性の確保と顧客からの信頼を獲得するため。（7 社）　
評価を受けることによる、従業員のモチベーションの向上。（2 社）

東京都と連携し、認定事業者の拡大に向けた取組の実施

■排出事業者を対象とした制度周知及び認定事業者の活用促進
〇	 内 容

産廃エキスパート・産廃プロフェッショナルのリーフレット「産業廃棄物を排出される事
業者様へ」の配布及び排出事業者講習会（産業廃棄物管理責任者講習会）において、信頼
できる処理事業者の選定のために認定制度の活用を説明しています。（令和 4 年度実績：オ
ンライン開催、6 回）
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東京都環境公社・優良性認定評価室より

■処理業者を対象とした研修事業等の充実
〇	 内 容

産業廃棄物処理業者の方を対象に、廃棄物処理法や委託契約、マニフェスト等の産業廃棄
物の適正処理の基礎知識と実務を学び、現場や実務担当者のスキルアップやお客様へのサー
ビス向上を図る内容の講習会を開催しています。（令和４年度実績：オンライン開催、5 回）

■都でのホームページでの活用の充実
〇	 内 容

環境局 HP での産業廃棄物処理事業者情報の検索システムにおいて、都独自の優良認定
（産廃エキスパート、産廃プロフェッショナル）を検索条件の一つとし、検索結果画面にお
いては、優良認定を受けている事業者が上位に表示されるようにもなっております。

令和５年度　「優良性基準適合認定制度」申請について

令和 5 年度「更新・新規 申請事業者向け説明会」のお知らせを、令和 5 年 4 月初旬
に公社のホームページに掲載いたします。併せて、申請受付期間においては、無料で動
画配信を行う予定です。詳細は、東京都環境公社 HP をご覧ください。

なお、更新対象事業者の皆様には、「令和 5 年度  申請の手引き」及び「説明会」の日
程等を郵送いたします。

また、新規申請事業者の皆様には、「説明会」の日程等を（一社）東京都産業資源循
環協会から会員に周知させていただきますので、そちらもご覧いただきますようお願いい
たします。

■新型コロナウイルス感染症対応について
申請書類は、郵送でのご提出をお願いしております。ただし、直接持参を希望される

方は、新型コロナウイルス感染症の予防対策のために事前のご予約をお願いいたします。
詳細については、公社ホームページ優良性認定評価室「令和５年度申請について」の案
内をご覧ください。

＊	 公益財団法人東京都環境公社ホームページ：https://www.tokyokankyo.jp  をご確認ください。

＊	 東京都環境局ホームページ：https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp  をご確認ください。

＊	 携帯・スマートフォンの場合は、右の QR コードから、優良性基準適合認定制度のペー

ジをご確認いただけます。

「優良性基準適合認定制度」新規申請をお考えの事業者様へ

■「優良性基準適合認定制度」産廃エキスパート・産廃プロフェッショナルとは
法令に定められた許可の基準を超えて、

高い水準での処理に取組み、経営的事項・ 
管理体制も健全であることを評価・認定
する制度です。

■レベルに合わせた2つの認定

■審査項目

東京都環境公社・優良性認定評価室より
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施設見学会
〜 J＆T環境株式会社　横浜地区見学〜

中間処理委員会の中和・脱水分科会（板垣俊助 リーダー）は、コロナ禍で 3年ほ
ど自粛しておりました施設見学会を、令和 4 年 12 月 13 日㈫ 参加者 8 名で、J ＆ T
環境株式会社  横浜工場にて開催いたしました。

J&T 環境株式会社は JFE グループと
JERA グループが共同運営する総合環境
ソリューション企業として、旧 JFE 環境
株式会社と旧東京臨海リサイクルパワー
株式会社が統合して 2019 年 4 月にス
タートいたしました。

今回の我々が伺う見学場所は、横浜市
鶴見区にあり、JR 京浜東北線 鶴見駅で
鶴見線に乗り換え、弁天橋駅で下車しま
す。駅には施設の大きな入場ゲートがあ
り、来場者数と規模の大きさに圧倒され

るとともに、見学への期待も高まります。
見学時は我々の中和・脱水分科会メン

バーである J&T 環境㈱ケミカル第 1 工
場の柳澤工場長より、会社概要と横浜エ
コクリーン、鶴見蛍光灯リサイクル工場、
ケミカル工場の 3 工場をご案内いただき
ました。

横浜エコクリーン
焼却施設である横浜エコクリーンは、

ロータリーキルン（回転ドラム）を採用
し、低濃度 PCB も含め様々な種類の廃

中間処理委員会〈中和・脱水分科会〉

参加者一同

中間処理委員会〈中和・脱水分科会〉

棄物を 800℃以上で焼却処理していま
す。また、排ガスの熱を利用し、蒸気ター
ビン発電を行っています。排ガスはガス
クーラー・脱硝反応塔を経て適切に処理
され、横浜市の常時モニタリングと連携
し、厳格な管理が行われているそうです。
焼却灰は、回収して製鉄原料として再利
用しています。サーマルとマテリアル両
方のリサイクルが行われ、資源循環型社
会に貢献している施設と言えます。

鶴見蛍光灯リサイクル工場
蛍光灯リサイクルプラントの処理能

力は、年間 20,000 トン。使用済み蛍光
灯を全国から回収し、リサイクルを実現
する工場としては国内最大規模を誇りま
す。直管形蛍光灯、環形蛍光灯（丸管）、
コンパクト形蛍光灯（コンパクト管）の
専用ラインがあります。見学ルートは、
とてもわかり易く工夫されており、ルー
トに沿って歩くと蛍光灯が素材ごとに機
械で選別されていく様子を安全に学習す
ることができます。また、蛍光灯を構成
している水銀、ガラス・電極部、蛍光粉は、
分別回収されリサイクルを実現している
そうです。

ケミカル工場
ケミカル工場では乾電池・バッテリー

のリサイクルのほか、廃酸・廃アルカリ・
汚泥の処理を行っており、様々な種類の
廃液処理のニーズに対応できる設備を
備えています。特にアンモニア含有廃液
の処理については、低濃度アンモニアを
蒸留処理することで 25％アンモニア水
を精製し、有価物として製品化し販売も

行っているそうです。
今回は広大な敷地内の 3 工場について

見学させていただきましたが、J ＆ T 環
境様は循環型社会形成に向け、日本全国
で様々な取組もされています。「製品を
製品へ戻す水平リサイクルへの挑戦」と
して、廃棄物処理にとどまらずリサイク
ルによる製品化まで目指しておられ、す
でにリサイクルパレットの製造やアンモ
ニア水の製品化も成功しています。さら
に、日本各地のバイオフードリサイクル
施設では、食品廃棄物から再生可能エネ
ルギーを生産する地産地消型リサイクル
事業にも取り組んでいます。

我々分科会としても、循環型社会形成
に向けパイオニアとして挑戦し続ける J
＆ T 環境様の取組に、今後も注目してい
きたいと思います。

また、最後になりますが年末のお忙し
い中、ご協力賜りました J ＆ T 環境の皆
様には心より御礼申し上げます。

	 （㈱ 京葉興業　板垣  俊助  記）

横浜エコクリーン焼却施設
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女性部（野村幸江 部長）は、令和 4年 12 月 15 日㈭ 15 時より、 参加者 13 名（協
会会議室／オンライン）にて、役員勉強会「廃棄物ビジネスのDXにより、新たな都
市のインフラ産業に〜脱炭素・資源循環－新しい街づくりへ〜」を開催しました。

役員勉強会を開催

今回は協会常任理事の白井エコセン
ター㈱ 代表取締役社長 白井徹 氏をお招
きし、現在の廃棄物業界の課題の１つで
もある静脈物流の問題点より、海外の取
り組み方を参考にした今後の解決案につ
いてお話し頂きました。

白井グループでは、全てのものが循環
する街づくり活動に取組んでおられ、IT
技術を活用したインフラ整備と廃棄物業
者が力を合わせることによる持続可能な
資源循環社会を目指しておられます。

日本の廃棄物市場は、種類や量・運
搬距離など人手不足の問題にさらされて
おります。

中でも１次輸送（排出事業場からの回
収）に労力・時間・費用が多くかかって
いることから、デジタルプラットフォー
ムの構築に着目したそうです。

対策の実例として、東京都モデル事業
における実証実験をあげて頂きました。

同一エリアで各個社と各顧客が個別
収集しているところを、AI 配車システ
ムを活用することで複数社が連携し効率
的な回収及び CO2 排出量の削減に繋が
ることが証明されたそうです。

さらに、RFID タグをゴミ袋に付ける
ことによる資源の個体管理・ブロック
チェーンによる廃棄物の追跡管理など、
排出段階からの廃棄物及び資源のデジ
タル管理が可能であることも分かりま

した。
実用化するためには役所の介入や町

会等の協力が必要とのことでしたが、実
例ができたことは大きな一歩になると感
じました。

業務を IT 化すること（AI 配車・連携
収集・電子契約・電子マニフェスト運用
等）は、コストを減らし利益を増やすこ
とだけでなく、排出事業者及び収集運搬
業者双方にメリットがあること、さらに
脱炭素・資源循環型社会の貢献にも繋が
ることが大変よく分かりました。

産業廃棄物業界でも同じような問題
があるため、IT を活用した取組は大変
参考になりました。

白井社長、この度は沢山の貴重なお
話をお聞かせいただき誠にありがとうご
ざいました。

	 （㈱ 京葉興業　谷本 紫穂  記）

白井 氏

全国産業資源循環連合会  女性部協議会が設立しました！

女性部だより

令和 4年 11 月 18 日㈮ 13 時 30 分より、オンラインで設立総会が開かれ念願の（公
社）全国産業資源循環連合会 女性部協議会が正式に設立しました。
ここに至るまでの歴史を少し遡ってみたいと思います。
	 （全国産業資源循環連合会 女性部協議会会長　二木 玲子）

女性部誕生の地「東産協」
平成 12 年に当時の東京産業廃棄物協

会の原山会長が「男性社会の中で女性の
感性を十分に発揮してほしい。」との思
いで女性委員会が発足しました。

当時、産廃業界の中では画期的な動
きでした。そして 4 年後の平成 16 年 7
月「女性部」に組織替えを行い、㈱ ハ
チオウの森裕子 現会長が部長に就任し
業界初の女性部が出発しました。

ということで「女性部」の誕生の地
は東京都です。まず仲間づくりのために
手分けして近県の協会にお声掛けをして
回りました。当時、千葉県協会の石井邦
夫会長にもお願いに上がり、しばらくす
ると千葉県でも女性部ができ、続いて埼
玉県、群馬県と関東地域に４つの女性部
が出来ました。遠く沖縄県にも女性部が
創設されたという嬉しいニュースも届き
ました。

平成 24 年に（公社）全国産業廃棄物
連合会（全産連）の全国大会が東京で開
かれたタイミングで、人工知能研究者の
黒川伊保子さんの講演会＆昼食会を開
き、男性と女性併せて 200 名の集客を
しました。その後数年間コバンザメのよ
うに全産連の全国大会に併せて、開催地
で “ 女性部のつどい ” と称し、47 都道
府県に女性部が出来ることを夢見て、開
催地の女性たちと昼食会と情報交換会で

の交流を重ねて行きました。東京都⇒三
重県⇒岩手県⇒佐賀県⇒岡山県⇒高知県
⇒広島県⇒兵庫県⇒令和 2 年は東京で
の開催予定でした。

コロナ禍の恩恵で加速‼
令 和 2 年 2 月 か ら、 日 本 中 コ ロ ナ

禍 に 襲 わ れ ま し た。 自 粛 生 活 ”STAY 
HOME” が始まりました。その年の 11
月に（公社）全国産業資源循環連合会（全
産連）の全国大会は東京が開催地の予定
でした。東京で始まった “ 女性部のつど
い ” は全国のブロックを巡って来ました
が、コロナ禍のため、開催は中止になり
ました。でも “ 女性部のつどい ” は止め
たくなかったのです。途切れてしまった
ら、「次」が無くなってしまうように思
えたからです。世の中は急速に IT が進
化し、日常のなかに浸透してきました。

「Zoom」等リモートでも仕事や講演会が
できるようになってきました。“ リモー
トでやろう‼ ” と考えました。そこで令
和 2 年から『女性部のつどい　On The 
Web』が始まりました。リアル開催では
参加出来なかった沖縄や青森の方達と画
面越しであっても一堂に会することが出
来てとても感動しました。その後、環境
新聞社の企画で全国の女性部の部長座談
会が行われ、全国女性部会への道が見え
てきました。「全国女性部作戦会議」と
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称して、各県の部長達とオンライン会議
を２か月に一度開催し、話合いを始めま
した。

オンラインで参加できる資源循環業界の
女性ネットワーク

なんのための女性ネットワークなの
か？女性の全国組織を作る意義はどこに
あるのか？

それを検証するために女性達の生の
声を聴き、目的を明確にするために、全
産連の事務局や各県協会の皆様のご協力
のお蔭で、令和 4 年 5 月にこの業界で
働く全国の女性達にアンケートを取りま
した。そこから見えてきたのは、今の時
代、リアルで会わなくてもいつでも情報
共有ができるインターネットを活用した
活動と年に 1 ～ 2 回のリアルの活動と
のハイブリッドでの活動で全国女性部協
議会も行けるね！という話になりまし
た。この間に東京都協会の鈴木会長をは
じめ関東地域協議会の杉田会長への報告
や全産連の永井会長、森谷前専務理事な
ど皆様がたにご相談に伺いながら、準備
を進めて参りました。この全国女性部作
戦会議のコアメンバーとして、愛知の女
性部会長の東久保さん、兵庫の女性部会
副部長の武本さん、そして私の三人で動
きました。

「なぜ今女性部なのか？」…このジェ
ンダーの時代に必要なのか？女性達の生
の声を聴くためのアンケートを実施した
ことで、女性部に参加したくても出来な
い理由や事情などが見えてきました。女
性には仕事以外にいろいろな役割があり
ます。出産・育児・家事・介護など山の
ようにやることがあります。制約が少な
く、フレキシブルに、いつでも誰でもど

こからでも参加できるシステムが必要で
す。今回このネットワークに登録するこ
とで、同じ業界で働く全国の女性たちと
繋がり、気軽に情報収集や交流ができる
プラットフォームに入った事になりま
す。女性の皆さんの都合で参加できるコ
ミュニティです。女性活躍の時代、ま
ず女性が働きやすい業界となることが、
SDGs 持続可能な世界に貢献でき働き甲
斐のある業界である事をより多くの若者
達に知らせることが出来ます。そこから
必ず新たな人材確保にも繋がっていくの
ではないでしょうか。

いよいよ全国産業資源循環連合会女
性部協議会の活動が今年からスタートし
ます。

当協会の女性部に入部していなくて
もこの女性部協議会のメンバーになれま
す。

当協会の女性経営者の方や貴社で働
いている女性スタッフの方達もお気軽に
参加できます。まずは、下記の QR コー
ドからコミュニティにご登録ください。

返信のメールが届いたら、申込み完
了となります。

女性部だより 女性部だより

女性部協議会のネットワーク登録方法
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理 事 会 ・ 委 員 会 報 告

第８０回 理事会

開催日時：  1 月11日㈬ 15 時 49 分〜 17 時 9 分	 場所：  協会会議室
出席者：   理事 14 名　/　監事 2 名
議題：

１．決議事項
（１）	 新入会員の承認
（２）	令和５年度理事会開催予定

２．協議事項
（１）	 令和５年度事業計画（案）
（２）	令和５年度予算の考え方（案）

３．報告事項
（１）	１２月の月次会計報告及びマニフェスト販売状況
（２）	令和４年度１０～１２月の事業報告
（３）	東京都廃棄物審議会（１２月１６日）の傍聴記
（４）	産業廃棄物処理業者に対する行政処分
委員会・部会報告

次回開催日：  第８１回理事会　3月8日㈬

建設混合廃棄物分科会（高橋 委員長兼座長）

開催日時：  1 月18日㈬　14 時 30 分〜	 場所：  外部会議室	 参加者：  49 名
議題及び内容：

●	産業廃棄物業界のＤＸ推進【東京モデル】プロトタイプ説明会開催
〈業界標準〉「受渡確認・作業証明の電子化システム “ 建廃 Navi”」のプロトタイプ

説明会を開催した。参加者自らのスマホやタブレットからプロトタイプ操作を体験した。

次回開催日： 未定

表紙の言葉
●今月の写真：  ［生まれ変わる公共トイレ］厩橋際公衆トイレ（台東区）

本シリーズの最終回となりました。今回は台東区の通称「顔トイレ」です。建設された
のは平成3年（1991年）で、当時、台東区が実施していた「まちかど景観コンクール」の
「まちかど賞」を受賞したとのこと。30年以上も前にアートな外観の公共トイレが作ら
れていたことに驚き、本シリーズの最後にご紹介しようと思いました。近年、公共トイレ
は清潔で快適な空間に生まれ変わった一方、個室に長時間こもってスマホや美容器具等
を使う「トイレ籠城」が横行しているとか。マナーを守って使用したいものですね。

●撮影者： 塩沢 美樹（機関誌編集担当）

何処で 何をしている時 何がどうした 改善事項

１

10ｔダンプ車
両駐車場で

始業前点検中に 運転席から降りようとし
た時、斜めに着地して
捻ってしまった。

トラック乗降時の注意点の
三点支持を確実に行う。足
元の良い状態の場所を選び
慎重に降車する。

２

工場内の重機
周りで

角スコップで地
面の土を撤去し
ている時

重機が近づいてきてヒ
ヤリとした。

「作業者接近検知システム」
を導入した。重機に作業員
が近づくと、重機内のオペ
レーターと近づいた作業員
の受信機からアラームがな
ることにより、重機との接
触を防げるようになった。

3

工場内で フォークリフト
でフレコンバッ
クを吊上げ時

フレコンバックが滑りヒ
ヤリとした。

フレコングリップを取り付
け、フレコンバックが滑る
のを防止するように改善し
た。

4

産廃処分場
の工場内で

再生砕石をペイ
ルローダーで3
ｔダンプに積込
みしようとした
時

ダンプの運転手がコボ
レーンシートを立てよう
と、急に車から降りてき
て接触しそうになった。

見慣れない車両などいた
ら、かもしれない運転の徹
底と目視確認をきちんとし
てから動き出す。

5

工場内で 原料ヤードから
ホイルローダー
でバックで出る
時

搬入車両がホイルロー
ダーの後ろを通り過ぎヒ
ヤリとした。

ホイルローダーにバックセ
ンサーを導入し、目視では
死角になっているところも
把握できるようになり、後
退時の安全確認が強化でき
た。

6

産廃処分場
の工場内で

シュートの底板
を作成するた
め、アーク溶接
で制作中に

急な雷雨で、手袋・作
業服等が濡れてしまっ
た。（もう少しという考
えで作業を継続しよう
としたが、作業を中止し
た。）

作業を継続していたら、感
電事故になる恐れがある。
雨天時や濡れた状態の保護
具では作業しない。

「ヒヤリ・ハット」の事例がございましたら、協会までお寄せください。
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行政だより 行政だより
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日栄産業株式会社は昭和 58 年に環境
保護と資源のリサイクルを目的とし設立
されました。その後、平成 9 年に東京
国際空港（羽田空港）に隣接する京浜島
に移転し、従来の建設廃材（コンクリー
トガラ）の再生砕石製造のプラントに
加え、産業廃棄物と汚染土壌を約 3,000
トン併用貯留できる大型倉庫及び積トン
数 1,500 トンクラスの船舶が着岸可能
な自社桟橋を併設することで、従来から
の車両による搬入・搬出に加え、船舶に
よる島嶼部や東京湾、河川工事から発生
するコンクリートガラの搬入、再生砕石
の販売が可能となりました。

同時に東京圏の建設現場や工場から
発生する産業廃棄物、汚染土壌等を全国
のセメント会社へ、盛土材等の建設資材
を必要とされる日本各地域へ輸送する事
業を展開し、東京港における民間初の産
業資源循環型複合基地としての機能を維
持しています。

平成 28 年度から参画した環境省モデ

ル事業において実現したバラ物汚泥とフ
レコン詰め廃プラスチックの産業廃棄物
の相積海上輸送事業はその後、汚泥＋廃
石膏ボード、汚泥＋ふるい下残渣と対象
品目を拡大しながら現在も事業を継続し
ています。

平成 17 年 3 月から始まった勉強会以
降、全従業員一丸となって環境負荷の低
減に配慮した活動を行い、地球環境の負
荷低減に寄与しつつ企業活動が行えるよ
う社内システムを改善し、平成 18 年 1
月に ISO14001 の認証を、また平成 28
年 9 月に ISO39001 を取得し、更新し
ています。『当社は産業廃棄物の収集運
搬、中間処理、再生砕石の販売などの企
業活動を通じて、社会との共生を推進し、

「循環型社会の構築」と「交通事故の無
い安全で安心の社会」の実現を目指しま
す』を環境／道路交通安全方針とし、持
続可能な開発、安全・安心の確保と事故
の無い社会づくりに尽力していきます。

	 （日栄産業 ㈱　亀谷 達哉）

産業資源
循環情報

No. 40

日栄産業 株式会社

産業資源循環複合基地としての役割と	
持続可能な社会を目指して

産廃荷役状況（汚泥+廃プラ）中間処理施設（再生砕石の製造）

Bunkamura と熊川哲也氏が芸術監督を
務めるＫバレエカンパニーのプロジェクト
K-BALLET Opto。その新作舞台「プラスチッ
ク」に、白井エコセンター㈱と大谷清運㈱が
協力いたしました。

白井エコセンターが表参道の路上ごみ箱
から収集・洗浄したペットボトル約 1,400 本
を、大谷清運がベール化。これらはダンサー
の衣装、巨大なペットボトルの壁や文字、台
座などに姿を変え、神秘的に舞台を彩りまし
た。

公演当日は、白井エコセンター従業員のほ
か、女性部顧問の二木社長（大谷清運㈱）と、
部長の野村常務（㈱東京クリアセンター）も
応援に駆けつけてくださいました。

二木社長：当社『リサイクルプラント RE-
BORN』ではペットボトルのベール化を行って
います。今回白井社長からのご紹介で小道具
のベールを作りました。当日は “ 我が子 ” の
晴れ姿の登場まで緊張しながらドキドキでし
た。

野村常務：生まれて初めてのバレエ鑑賞、
道すがらは少々不安でしたが「ペットボトル」
で作られたシンプルな舞台装置と鍛え抜かれ
た人間の「体」にすぐに引き込まれました。
三島由紀夫の『卒塔婆小町』を題材にした『ビ
ニール傘小町』は人間が生み出したプラス
チックが人間の「業」で捨てられ世界を汚染
し、復讐されているようでした。「体」で叫び、
訴えているバレエでした。

環境問題、特に世界的に対策が叫ばれる
プラスチックをテーマにしたバレエはおそら
く世界初だそうです。廃棄物とバレエという
これまで接点のなかった世界のコラボレー
ションの実現は、業界の資源循環の取組や課
題に光を当て、一般の方に知っていただく新
たな道に繋がると感じました。二木社長、野
村常務にもこの場をお借りし御礼申し上げま
す。	 （白井エコセンター ㈱）

K－バレエ団と白井エコセンター従業員の洗浄の様子

大谷清運で制作されたPETボトルベール
©K-BALLET COMPANY

K－バレエ団の皆様、二木社長、野村常務、	
白井エコセンター従業員とその家族で記念撮影

投　稿
K-BALLET Opto「プラスチック」の公演に	
白井エコセンターと大谷清運が協力

－  バレエとＳＤＧｓのコラボレーション  －
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実績と信頼のもと
多様なニーズにお応えします

快適な環境づくりと
自然との共生をめざして

ＵＲＬ https://www.keiyokogyo.co.jp
EJ 01240 / ISO 14001

認証範囲はＨＰでご確認下さい。

＜ 京葉興業グループ ＞
株式会社 京葉興業
三和清運 株式会社
株式会社 ビｰ･アｰル･クリエイト

〒133-0061
〒133-0061
〒289-0511

東京都江戸川区篠崎町1丁目2番6号
東京都江戸川区篠崎町3丁目2番6号
千葉県旭市鏑木３４８４番地１

Tel03-3678-0111  Fax03-3670-9140
Tel03-3679-8555  Fax03-3679-3855
Tel0479-68-4808 Fax0479-68-4809

適正処理と高度資源循環のため
システムソリューションを推進します
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●  令和 4 年 10 月 27 日入会の賛助会員

ファンファーレ 株式会社賛
助
会
員
　
事
業
紹
介

賛
助
会
員
　
事
業
紹
介

●  令和 4 年 11 月 30 日入会の賛助会員

JOMYAKU 株式会社
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投稿

思い出の   はばかり　パート２

専務理事　木村尊彦

機関誌の表紙写真のトイレシリーズも最終回となった。シリーズ開始時の機関誌第
３７３号に木村の「思い出のはばかり」を掲載させていただいたが、その後、木村の脳
内からいくつか思い出したトイレがあるので、ここに記録しておきたい。
トイレシリーズをご覧いただき感謝申し上げます。

1	大学での水道工学の授業／日本／1970年代

大学の水道工学の教授が授業で次のように言っていたことを記憶している。「蛇口を
ひねって出た水をそのまま飲料できる水道水を作るには、相当のエネルギーと費用を必
要とする。この水道水を汚物を流すために使うのはもったいない。我が家では、子ども
たちと私が続けてトイレに入った後、トイレの水は一回だけ流している。」

木村家も子供が小さいときは続けて入って一回だけ流していたがいつのまにか個々で
流すようになってしまった。

2	協会のトイレ／日本／2021年

協会が賃借しているビルのトイレは、ごく普通というか少し古い。いくつかの貸しビ
ルの CM を見るとそのビルのトイレの写真もあってトイレのきれいさや設備も選択肢の
一つになるようだ。

協会のトイレに入るといつも思うのは、この 7 階に煙が充満したり火の手がせまって
きたときに、このトイレの窓から脱出して、隣のビルに飛び移れないか、あるいは隣の
ビルとこちら側の壁の間に両手両足を広げて下までずるずると降りられないか、壁にパ
イプがはわせてあるからそれにつかまってパイプが壊れずに下に降りられないか、であ
る。

トム・クルーズやジャッキー・チェンではないので難しいな。

3	さいたま市内のある映画館／日本／2000年代？

水道管を敷設しなくてよい、水道代がかからないという触れ込みの小便器が設置され
た。便器の内側表面にはコーティングがされているし、臭い消しを底部に設置したもの
である。設置当初はよかったのだが、残念ながら、だんだん相当のにおいがするようになっ
てきて、ほどなくして便器内に水が流れるものに戻ってしまった。

4	コペンハーゲン／デンマーク／2009年

東京がエントリーしていた、オリンピックの 2016 年開催都市を決めるＩＯＣ総会が
コペンハーゲンで開かれた。この招致応援ツアー 1 泊 3 日（現地滞在 36 時間）￥79,990
に有給休暇をとって行かないかと上司から誘いを受けた。仕事をさぼりたい僕は喜んで
ＯＫした。

上司と同じ部屋に泊まったホテルにあったものは、二段ベッド。上司は山小屋と同じ
だと言って平気だった（喜んでいた）が、僕は海外旅行で二段ベッドは初めて。

その部屋のバスルームには、バスタブがなくシャワーのみで、シャワーカーテンもな
く、そのすぐ横に便器がある。シャワーを使うとトイレットペーパーがびしょぬれになっ
てしまった。

5	九塞溝／中国／2004年

四川省の谷あいにある風光明媚な観光地。そこの大便用トイレは、便器の内側にくく
りつけられた緑色のプラスチック袋で便を収容するようになっていた。災害時用のトイ
レグッズのように。排水管の敷設を減らし、汚水を排水しないためだろうか。

6	タスマニア／オーストラリア／2010年

オーストラリア大陸の南東に位置するタスマニア島のハイキングツアーに行った。そ
の中で、原生林に覆われたところにあったトイレは、バイオトイレという表示がしてあっ
た。ボットン便所で得られたふん便を周囲の林のたい肥にしているようだ。

7	ブルージュ／ベルギー／2015年＆2019年

19 世紀後半は「死都ブリュージュ」と言わ
れたところだったが、今は観光客がいっぱい。
2015 年の旅行では、このブルージュで運河ク
ルーズをし、船の発着場所の向かい側にあるレ
ンガ造りの建物の一部の部屋が、運河に張り出
していたことを記憶していた。

2019 年に再びブルージュを訪れ、向かい側
にあったこの渋い色の建物、メムリンク美術館
に入って 500 年以上前の絵画の鑑賞を楽しん
だ。帰りがけにその美術館のトイレに入ったら、
窓の外に船の発着場所が見える。トイレは運河
に張り出していた部屋であった。

今は汚水は排水管で集めているだろうが、かつてこの建物が施療院だった頃は、運河
にそのまま流していたのだろうか。

投稿：思い出のはばかり パート２
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8	アンコールワット・ホーチミン空港・成田空港検疫所／カンボジア・ベトナム・日本／2006年

アンコールワットを見るツアーに参加した。ツアーメンバーは僕以外は、30 代のよ
く気が利く女性二人組のみ。3 日間朝食後から夕食までこの 3 人で同一行動。現地人に

「You have two wives.」と言われたので、妻を日本に残してきた僕は「No.  No.  I have  
three.」などと言った楽しい旅であった。

しかし、カンボジアの最終日の夕食後、急におなかが痛くなった。なんとか飛行機に
乗り、乗り換え地のホーチミン空港までたどり着いたが、おなかがどうにもならない。
日本行の飛行機が出発する直前まで空港のトイレにずっと入りっぱなし。日本行の機内
ではひたすらじっとしていて一切飲まず食わず。

一方、女性二人組は何ともないという。彼女たちは A クラスホテル、僕は C クラスホ
テルに宿泊以外、行動は同じはずだったのに。 

当時僕は水道局に勤務していたので、「水道局職員、コレラに感染！」なんて書かれ
たらまずいと思って、成田空港検疫所に立ち寄って検便をしてもらった。数日たっても
おなかは良くならないので、空港検疫所に電話したら、「法定の菌は出ていないので連
絡しなかったが、○×△菌が検出されている（○×△菌の名前は聞き取れず）。医者に
行かないと治らない。」と言われた。

水道局事務所の産業医が運営する医院に行って抗生物質をもらったら、すぐに治った。

9	アウシュヴィツ・ビルケナウ博物館／ポーランド／2014年

第二次世界大戦当時のナチスドイツによる絶滅収容所が博物館となっている。ユダヤ
人から奪い取った、鞄、靴、髪の毛のほか、チクロンＢの入った缶などに見入っていた。
絶滅収容所の中のトイレは、コンクリート製で直径 30㎝ほどの丸い穴が二列に数十個
並んだものであった。背中合わせに座って用をたしたのだろう。環境は劣悪で多くの人
が感染症でも死亡した。

写真アルバムに残した僕のメモによると、現地ガイドの話では「体調が悪く寝室で漏
らしてしまう人もいて衛生状態は最悪だった。労働力がなくならないようにあとになっ
てトイレが作られた。しかし、トイレには１日に 2 回しか連れて行かれなかった。労働
中にトイレに抜け出すと殺された。」とある。

この投稿の標題を「はばかり」（国語辞典に
よれば、①遠慮する、他に対して恐れつつしむ、
②便所の意。）としたのは、便所、厠、レスト
ルームなど以外にトイレを表現するものとして
こういう表現もあるなというだけで選んだにす
ぎない（御不浄、婉曲表現？としての御手洗い
もある）が、生理現象に遠慮したり気兼ねをし
なければならないなんて不合理だし、その生理
現象を理由に命を奪うなんて許されることでは
ない。

投稿：思い出のはばかり パート２

（令和 5 年 2 月 8 日現在）

月 日 曜日 行事予定 備考

3

2 木 安全衛生推進委員会　１５：００～ 協会会議室

8 水
広報委員会　１０：００～ 協会会議室

三役会議　／　常任理事会　／　第８１回理事会 協会会議室

14 火 全産連　；　理事会 Web 開催若しくは全産連会議室

16 木 女性部　幹事会 協会会議室

22 水 医療廃棄物委員会　施設見学会 （静岡県）

27 月 青年部　幹事会　１４：００～ 協会会議室

28 火
総務委員会　１４：００～ 協会会議室

常任理事会　１５：００～ 協会会議室

4

12 水
広報委員会　１０：００～ 協会会議室

三役会議　／　常任理事会　／　第８２回理事会 協会会議室

18 火 第７０回関東地域協議会 （東京）

24 月 医療廃棄物委員会　１５：００～ 協会会議室

25 火 常任理事会　１５：００～ 協会会議室

株式会社 アクティオ
代表取締役　小沼  直人

賛助会員	 業種グループ ： その他　　＊ 建設機械レンタル業

〒 103-0027	 東京都中央区日本橋３－１２－２ 朝日ビルヂング７階
☎  ０３（６８５４）１４１７
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春氷の候、皆様におかれましては
お忙しくご活躍のことと拝察申し上
げます。1 月 27 日㈮に開催いたしま
した東産協賀詞交歓会へ多数ご参加
いただき、厚く御礼申し上げます。

立春も過ぎましたが、日によって
は未だ寒さの厳しい日もあり、いま
だに暖房器具が手放せません。新型
コロナウイルス感染症の感染状況も
収まらない中、3 年目が過ぎた今日
この頃ですが、趣味だった映画鑑賞
も、新型コロナウイルス感染症が気
になってしまい、どうしても見たい
映画以外は劇場で見ることが少なく
なってしまいました。自宅で何か他

の趣味をと思い、ミニチュアのドー
ルハウスやジオラマづくりを始めてみました。
道具類は、以前使っていたデザインカッター
などがあったので、100 円均一などで売って
いる木の端材や竹ひごを使って机や椅子など
の家具を作ったり、発光ダイオードを購入し、
光るランプを作ったりもしていますが、中学
以降に一切触っていなかったはんだごてを
使っての溶接に四苦八苦しながらも、ドール
ハウス制作を嗜んでいます。最近は、映画や
ドラマの部屋の家具配置を載せたりしている
サイトもあるので、それを参考にして好きな
映画のワンシーンを作るのも中々に楽しい作
業です。一気には仕上がらない分、少しずつ
仕上がっていく様は作っても見ていても楽し
く感じます。こつこつと積み上げ、完成させ
る喜びは、冬を耐え忍び、春に花開く花を見
るような気持ちです。遠からぬ春の気配に思
いを馳せながら、皆様のご健康をお祈りして
締めの言葉とさせていただきます。

	 （松田）

今号のトップ記事は、3 年ぶりに
開催した賀詞交歓会です。環境省様、
協会顧問の先生方、東京都様、全産
連様、その他、多数の関係団体のご
来賓の皆様にご出席を賜りました。

鈴木会長の挨拶や加藤副会長の挨
拶では、業界の重要課題である「労
働災害の防止」が重ねて強調されま
した。また、令和 4 年度安全衛生標
語コンクールの授賞者へ、細沼安全
衛生推進委員長より表彰されました。

さて、混沌とした社会の状況は、この先ど
のくらい続くのでしょうか。残念ですが、企
業経営も生活も厳しさが増すように思います。
日本政策金融公庫総合研究所の景況見通し（三
大都市圏 578 社の業況判断 DI 他の調査結果）
でも、中小企業の収益は原材料価格などの上
昇により圧迫されていて、業況が「改善する」
と予測した企業は前年、前々年と比べて最も
低くなっています。中でも、経済成長の原動
力である設備投資関連が「悪化する」と予測
されているのは心配です。

他方、中小企業の付加価値向上などを支援
する国や都の補助金は、今年も継続されます。
事業再構築補助金は、昨年まで活用したくて
も売上減少要件がネックとなっていましたが、
今年は要件が撤廃されるようです。また、国
による価格転嫁対策として、昨年 9 月に実施
された中小企業取引対策事業の「価格交渉促
進月間」が、下請 G メンを増員して、この 3
月に実施されます。5 月には新型コロナウイ
ルスが 5 類になるようです。その点では私た
ちの事業環境の改善が期待されます。未来に
向けた資源循環に関する新たな情報も増える
でしょう。引き続き、広報委員会一同、皆様
への有用な情報提供に心掛けて参ります。引
き続きのご支援を賜りますようお願い申し上
げます。	 （森）
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